































































4）　経済学部 64 期生までは定員 40 名であった。現在の 1年生である 66 期は 28 名が所属しており，定員
を若干オーバーしている。これは EC担任の選抜における判断によるものである。

































































































































































る事項について「9時 30 分から 10 時 30 分まで」，第 2象限にある事項について「11 時から
13 時まで」というように各事項に時間を配分する行動を積み重ねる形で 24 時間を形成し，

















































































































にあたる。「Where」，「Why」は Day2 で新しく出てくる概念である。「How」は Day1 ではイ
シューを押さえた解決策としてある程度秩序なく羅列していたものを，「Where」や「Why」
の分析に基づいて整理した解決策として Day2 では認識される。よって，「Where」と「Why」
についてポイントの 2と 3 が，「How」についてポイントの 4が関連してくる。Day2 では，





【資料 4】問題解決のステップ（ラーニングスキル演習Ⅱ（EC） Day2テキスト 22ページ）
【資料 5】分析と問題解決の課題（ラーニングスキル演習Ⅱ（EC） Day2テキスト 23ページ）
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　分析の方法については，特に，「もれなく，だぶりなく」分析することによって論理性を










1 年間で 500 万円貸与
3年後に最低 500 万円返却
資金 500 万円とメンバー全員参加のもとで 6か月後にはビジネスをスタートさせる計画を立てる



















































































　EC64 期は 2012 年度に初めてラーニングスキル演習を受講した学年であり，EC64 期が現
在のところ学部全体をリードする存在として育ちつつあることはラーニングスキル演習の教
育効果が評価されるべきものであることを示していると考えられる。このことからもラーニ
ングスキル演習は今後も継続して開講していく必要があり，開講実績を積み重ねることで経
済学部全体にプラスの影響を及ぼすことが予想される。
　ただし，ラーニングスキル演習の教育効果を確実に発揮するためには，通常の少人数授
業（基礎演習やユニット演習）のなかでラーニングスキル演習における学びを定着させる仕
組みが必要となる。ラーニングスキル演習において学生が獲得する能力は一度身に着ければ
それでよいというものではなく，いわば「らせん階段」状に一度学んだことをより高いレベ
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ルで再学習し続けていくことで能力として学生のなかに定着していくと考えられる。そのた
め，基礎演習やユニット演習において EC担任が EC生に対してラーニングスキル演習の教
育内容を再確認させるような行動や課題を課すことが重要となる。これを実現するためには，
EC担任のラーニングスキル演習に関する理解と協力が不可欠といえる。
　また，プロジェクトの初発の意図でもある EC生以外の経済学部生全体にラーニングスキ
ル演習の教育を拡大させていくことも今後の課題といえる。拡大のためには主に人的資源の
問題が高いハードルとなる。ラーニングスキル演習を現在担当している染屋氏，早津氏はと
もに企業研修などの本来業務の合間をぬってそれぞれ 4日間の集中講義を担当している。学
部全体に教育を拡大するためには担当講師を現在の 2人からさらに増やす必要が当然ある
が，現状において人員増加は強い制約があるといわざるをえない。このような今後の課題を
クリアする可能性がある方策としては，ラーニングスキル演習を受講済みの EC生の活用が
考えられる。上述のような新入生合宿における EC64 期グローカルユニット生の活躍は「EC
生の活用」の 1パターンである。このような「EC生の活用」を通常の講義やゼミナールを
含む学部教育全体において実現するための仕組みについて検討する必要がある。
